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曇

幅

担

品

調

酬

匂

醤

取

一

滴
洲
園
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
紳
戸
正
雄
二

時
差
設
費
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
島
平
博
士
高
田
保
馬
一

船
腹
過
剰
問
題
の
一
意
義
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
一
事
崎
博
士
小
島
昌
太
郎
一

院

阿

論

剛

一

冊

仰

向

九

沿
岸
械
業
者
問
題

i土
踏
川
虎
一
一
一
一

川
町
出
品
治
宝
政
府
貸
上
金
に
新
い
て
-
-
-
-
経
済
皐
士
松
岡
孝
児
山
回

線
瞳
経
済
ミ
個
別
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
間
半
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
経
湾
問
争
士
大
山
敷
太
郎

げ
に
引
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
経
済
間
接
士
鵡
本
古
朗

観

苑

矯
替
相
場
建
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
皐
士
正
井
敬
衣

企
業
珠
算
制
度
の
米
圏
内
功
現
状
・
・
・
・
経
済
皐
士
山
本
安
失
耶

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
牧
入
論
・
・
・
・
経
済
同
芸
大
谷
政
敬

ゾ

ン

バ

ル

ト

教

授

の

百

貨

庖

観

'

-

経

海

皐

土

堀

新

一

附

録

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



時
差
説
血
耳
量
白

第
三
十
五
巻

一
第

獄

四

時

差

設

受

呈主
lF'f 

-
1
 

4

口何

区
μ

1;lfと

馬

砲
は
此
小
論
に
於
て
何
等
自
ら
特
有
の
主
張
含
述
べ
よ
う
'
と
云
ふ
考
は
な
い
。
続
掛
理
論
の
介
野
の
中
、
利
子

理
論
は
ど
皐
訊
の
分
蚊

ω甚
νし
し
レ
も
の
い
仏
な
レ
が
叫
そ
の
中
ド
劃
一
マ
、
比
較
的
仁
勢
力
を
も
り
在
日
の
酌

ノ

m

，団

-
1
ι
1
L
V
(
 

時
差
設
が
敷
へ
ら
れ
る
。

し
か
る
に
、

日
本
近
時
の
準
界
は
た
-Y
マ

Y

グ
ス
準
設
へ
の
追
随
に
念
に
し
て
、

此
時

差
誌
に
封
し
て
は
殆
ど
一
一
周
を
も
奥
へ
な
い
と
云
ふ
風
で
あ
る
つ
在
も
血
買
え
?
、
此
潮
流
に
推
し
読
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
、
時
差
読
に
つ
い
て
営
然
抑
ふ
べ
き
注
意
を
怠
っ
た
と
思
ふ
。
最
近
、

こ
れ
に
閣
し
て
多
少
の
研
究
を
加

ふ
る
時
聞
を
も
っ
た
か
ら
、
そ
の
結
果
を
記
し
つ
け
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

こ
れ
は
思
索
の
結
果
の
後
表
で
は
な

く
し
て
、
後
日
の
に
め
の
覚
書
で
あ
る
。

日
本
に
於
け
る
時
差
説
の
研
究
は
明
治
の
未
か

b
大
正
の
は
じ
め
に
か
け
で
、
常
時
大
阪
高
商
白
教
授
で
あ
う
た
寺
尾
隆
一
氏
が
そ
れ
に
全
力

を
注
が
れ
た
域
を
絶
頂
と
す
べ
き
で
あ

b
う
。
寺
尾
氏
D
研
究
を
中
心
と
し
て
、
踊
問
、
戸
田
、
河
上
白
諸
博
士
も
此
問
題
に
興
味
を
も
た
れ
た

と
記
憶
し
て
ゐ
る
。
田
島
博
士
、
津
村
博
士
の
原
論
に
は
此
曲
学
説
が
詳
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
官
払
P
M
柱
時
間
皐
新
講
の
如
、
曹
、
利
子
思
説
批
評
を
取
扱

は
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
=
一
守
も
己
れ
に
論
及
し
得
な
か
ヲ
た
の
は
、
顧
か
で
聡
入
る
次
第
で
あ
る
。
悲
は
利
子
に
闘
す
る
皐
説
の
批
剣

を
第
四
巻
白
中
に
入
れ
る
濠
定
で
あ
ヲ
た
が
、
紙
数
白
増
加
を
さ
け
る
免
に
之
を
断
念
し
た
。

悲
に
時
差
設
と
云
ふ
の
は
、
質
質
に
於
て
ペ
エ
ム
・
バ
ヲ
ア
ク
の
利
子
準
読
を
さ
す
。
若
し
時
差
誌
と
一
苫
ふ
言
葉
に



か
う
一
五
ふ
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
が
許
き
れ
な
い
な
ら
ば
、
か
う
云
ふ
意
味
の
も
の
と
約
束
し
て
置
〈
。
と
こ
ろ

が
ぺ
エ
ム
の
利
子
説
に
は
、
は
っ
き
り
と
区
分
せ
ら
る
べ
き
二
の
部
分
が
あ
る
も
の
と
普
通
に
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
は
現
在
財
の
牌
来
財
に
封
す
る
差
盆
の
理
論
(
い
は
ゆ
る
岡
宥
の
〉
田
町
会

E
4
で
J

の
ち
、
他
は
布
場
に
於
け
る
利
子
歩

合
決
定
の
理
論
、
而
し
て
賓
は
死
し
た
る
労
働
1
f
一
生
き
た
る
勢
働
と
の
限
界
生
産
力
差
額
の
理
論
で
あ
る
。
一
五
は

Y

一
種
の
生
産
力
説
と
見
ら
れ
て
も
、
不
思
議
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
し
ば
ら
く
利
子
歩
合
論
と
よ
ん
で

置
か
う
。
比
二
の
部
分
は
あ
る
程
度
ま
で
濁
立
的
な
る
性
質
を
も
っ
ゆ
ゑ
に
、
率
者
に
よ
り
で
は
腫
?
々
の
何
れ

ア
ギ
J
A

か
に
章
常
に
宇
佐
世
〈
と
一
郭
ふ
鵡
度
が
と
ら
れ
て
ゐ
，
心
。
多
;
の
も
の
は
、
現
在
財
の
も
つ
茶
盆
の
理
論
の
み
に
着
服

司

-

〉

d
J
4
U
P、

-
守
-

e

J

J

4

F

A

V

、
-

H
i
f
l
、
コ

l

-

M

 

ム
に
あ
っ
て
は
ご
の
差
掛
川
ぜ
す
で
に
利
子
宮
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
い
持
へ
る
。

而
し
て

此
差
盆
の
理
論
を
や
ぶ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ぺ
且
ム
の
利
子
設
営
〈
つ
が
へ
し
に
ど
信
じ
、
又
は
こ
れ
を
肯
定
す
る

こ
と
に
上
っ
て
、

ぺ
巳
ム
の
利
子
泌
の
令
市
ヤ
一
淀
川

l
k惟
1
て
と
一
日
小
五
、
渋
4
2
4
、
山

U
J
ら
コ
(
こ
と
之
内

P

ヲ

亡

し

支

ぴ
そ
白
一
概
白
墜
者
)
は
比
差
盆
理
論
に
重
き
そ
置
か
子
、

ペ
エ
ム
の
利
子
設
の
中
心
は
利
子
歩
合
論
に
あ
る
と
見
る
。

而
し
て
、
こ
れ
が
吟
味
乙
そ
は
刺
子
論
の
研
究
の
官
一
酷
で
あ
る
と
見
る
。
な
は
今
、
考
察
の
出
後
黙
に
於
て
、
此

二
様
の
見
解
の
何
れ
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
何
等
の
断
定
を
も
下
き
な
い
で
舟
か
う
。
に
ゴ
ボ
ヘ
エ
ム
の
利
子

理
論
に
此
二
の
匝
別
さ
る
べ
き
部
分
の
あ
る
こ
と
を
通
べ
て
世
〈

3

ク
ィ
ッ
ク
セ

Y
は
ペ
エ
ム
の
利
子
設
の
最
も
深
き
理
解
者
で
あ
り
、

叉
同
情
者
で
あ
る
。

晩
年
の
ベ
エ
ム
に
曾

つ
七
時
そ
の
利
子
理
論
の
銭
過
が
借
り
に
明
白
に
こ
の
異
な
れ
る
部
分
か
ら
成
る
こ
・
と
や
}
指
摘
し
て
そ
の
理
由
の

時

差

説

費

書

第
三
十
五
巻

一一一一
一一
第

f虎

五



時

差

説

曲

覚

書

第
三
十
荒
巻

一-F、

第

披

四

説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

エ
ム
は
ぞ
の
大
著
の
著
作
営
時
の
勿
忙
な
る
事
情
を
以
て
答
へ
た
と
記
し
て
ゐ
る
。

‘n ，、、

而
し
て
ぺ

ム
は
後
日
こ
れ
が
修
訂
の
企
を
も
も
な
が
ら
、

政
界
に
於
け
る
活
動
に
妨
げ
ら
れ
て
こ
れ
を
果
さ
な

ヱc.

か
っ
た
と
一
耳
ふ
。
買
際
、
此
二
部
分
の
所
設
の
聞
に
は
多
少
の
矛
盾
す
ら
も
あ
る
と
科
ぜ
ら
れ
る
c

私
は
今
先
づ
、

其
差
益
理
論
を
取
出
し
て
吟
味
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
ら
の
動
に
ヲ
い
て
、
な
は
主
と
し
て
ゲ
ネ
ヒ
テ
ン
が
そ
の
論
交
の
は
じ
め
に
記
す
正
己
ろ
に
よ
ワ
て
ゐ
る
。
忍
が
差
待
理
論
を
き
壱
に
の

そ
れ
に
拍
車
き

'r
説
く
か
ら
で
は
な
い
。
た
川
区
ベ

z

h

の
叙
辿
の
順
序
に
術
ウ
て
憎
そ
の
利
子
税
を
者
府
間
し
上
ろ
と
す
る
だ
け
の
と
と

べ
る
の
は
、

で
あ
る
。

一一

ベ
エ
ム
は
自
b
現
在
財
は
同
櫨
同
教
の
将
来
財
よ
り
高
い
債
値
を
も
っ
と
云
ふ
こ
と
が
そ
の
利
子
理
論
の
核
心
で
あ
る
と
云
山
。
其
言
葉
を
借
れ

ば
か
う
で
あ
る
。
『
一
般
に
現
在
財
は
同
種
同
数
の
将
来
財
よ
り
も
高
い
主
観
的
償
値
を
も
ヲ
。
主
観
的
評
債
の
結
果
が
客
観
的
交
換
債
値
を
決
定
十

る
が
故
に
、
現
す
忙
財
は
同
種
間
放
の
将
来
財
よ
り
も
高
号
交
換
債
値
と
債
格
と
を
も
ん
ご
。
止
現
在
財
と
将
来
財
と
の
関
白
白
然
的
慣
値
差
が
す
べ
で

の
資
本
利
子
の
流
れ
出
ヲ
2
0

・
源
泉
で
あ
日
。
現
在
商
品
白
将
来
商
品
に
射
し
て
の
版
費
は
種
々
な
る
形
に
於
て
行
は
れ
、
そ
れ
に
際
じ
て
資
本
利

子
も
多
様
な
る
形
を
と
ヲ
て
あ
ら
は
れ
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
る
場
合
は
貸
付
利
子
で
あ
る
。
主
観
的
評
債
の
結
果
は
現
・
有
財
と
牌
来
財
と
の
市
場

に
於
け
る
交
換
比
例
の
決
定
に
常
り
、
前
者
を
有
利
の
も
白
と
す
る
か
ら
、
借
手
は
打
歩
割
増
金

(
Eロ
〉

m
E
丘
町
円
〉

Z
R
n
E
)
を
支
梯
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
が
印
ち
利
子
で
あ
り
、
現
在
財
と
将
来
財
と
の
償
値
差
に
膿
ず
る
も
の
で
あ

A
o
換
言
す
れ
ば
現
在
財
白
一
定
量
に
射
す
る
将
来
財
で
の

債
格
の
補
充
部
分
で
あ
一
七
そ
こ
で
ま
づ
問
題
と
な
る
の
は
現
在
財
高
債
の
三
の
理
由
え
は
根
擦
で
あ
る
。

第
一
理
由
。
現
在
主
将
来
と
に
於
げ
る
欲
望
と
資
カ
と
の
関
係
自
異
な
る
と
と
(
〈

E
与

E
E
E
ご
-
2
〈

R
Z
-
F
E
E
Z
E
E
白
色
日
ご

E

U
色
f

g悶
E

【

-
S
E
R
F
-色
8
2
N
n一
円
円
陣

=ES)0
現
在
財
白
一
許
僚
は
現
在
の
欲
望
と
こ
れ
を
充
足
ナ
べ
昌
己
資
力
、
即
ち
現
在
財
と
の
悶
係
に
基
春
、
将
来

財
の
評
僚
は
将
来
に
於
け
る
欲
望
と
こ
れ
が
充
足
に
充
て
ら
る
子
資
カ
、
即
ち
将
来
財
と
の
関
係
に
基
く
。
多
〈
の
人
々
に
あ
う
で
は
、
現
在
財
が

乏
し
〈
し
て
将
来
財
が
塑
富
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
将
来
に
於
で
資
力
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
ヲ
て
ゐ
る
。
一
時
の
災
難
に
悩
め
る
人
、
又
は
成
教

Knut明Ticksell，Zur Zinはheorie. Wirtschaft凶 theori ，~ dr;‘r Gegenwart， -Band 111， 
S. 199 
R. van Genechten"， Ueber das Verhaltnis zwi::;chen 山ぅrPIodukti，ritat des Ka~ 
pitals， den Lohnen und Zinsen. Zeitschrift fur !¥-at】onalokonomie，Band IT， 
Heft 2， S. 200 ff. 
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を
将
来
に
期
す
る
人
は
こ
れ
で
あ
る
。
他
白
一
部
白
人
々
に
あ
っ
て
は
、
反
封
に
な
う
て
ゐ
る
。
現
有
財
は
噛
E

富
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
牌
来
財
は
乏
し

い
。
此
場
合
に
は
二
の
事
情
が
主
ず
る
。
仰
多
く
の
現
在
財
は
保
存
し
て
将
来
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
う
云
ふ
場
合
に
は
、
現
在
財
は

将
来
財
と
し
て
も
使
用
さ
札
る
か
ら
、
現
在
財
と
将
来
財
と
は
同
一
白
債
憶
を
も
づ
。
刷
川
た

r
稀
な
る
場
合
と
し
て
現
在
財
を
保
存
に
よ
ワ
て
牌
来

の
用
に
供
し
が
た
V

こ
と
が
あ
る
(
腐
敗
し
易
き
肉
、
野
楽
等
)
。
こ
の
場
合
に
あ
う
で
は
将
来
財
が
か
へ
っ
て
現
在
財
よ
り
も
高
〈
評
債
せ

b
れ

る
。
こ
れ
ら
の
複
雑
な
る
事
情
の
大
間
を
次
巴
知
〈
に
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
極
め
て
多
〈
の
人
々
は
現
在
に
於
け
る
方
、
将
来
に
於
げ
る
よ
り

も
資
力
小
な
る
が
魚
に
現
任
財
を
高
く
評
俣
ナ
る
。
又
多
〈
白
人
々
は
将
来
に
於
け
る
よ
り
も
現
在
に
於
て
多
〈
の
資
力
を
も
っ
け
れ
ど
も
、
現
在

財
を
将
来
の
匁
に
準
備
と
し
て
利
用
し
う
る
が
故
に
、
現
存
財
を
料
来
財
と
等
慎
む
も
の
と
見
る
。
た
ピ
極
め
て
少
数
の
も
の
白
ご
ゆ
が
現
在
に
於
け

る
資
力
大
に
し
て
、
而
も
現
在
財
を
将
来
の
用
に
供
し
得
ぎ
る
が
放
に
、
之
を
低
〈
評
債
ず
る
。
他
の
事
情
が
作
用
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
主
観

的
評
慣
の
綜
合
的
結
果
は
現
在
仙
川
の
測
に
打
歩
が
つ
く
わ
け
で
あ
、
b
u
f
o

こ
れ
に
つ
い
て
A
ー
ま
で
に
加
へ
ら
れ
た
る
尻
院
を
み
よ
う
。
現
在
対
が
極
め
て
塑
富
な
る
場
合
に
於
て
は
そ
h

仰
を
将
来
の
用
に
供
し
得
る
か
、
b
、

刊
住
川
が
岬
拠
川
川
-

h

り
低
〈
祁
慨
せ

b
，Q
h

こ
と
叫
な
い
と
三
ふ
主
混
じ
ゃ
川
み
た
い
、
若
し
〈
ぽ
訪
問
叫
に
川
崎
ぎ
る
。
何
と
な
札
ぽ
、
資
令
福
岡
を
除
い

て
一
苫
へ
ば
す
べ
て
の
財
は
出
向
損
失
な
く
し
て
保
存
し
得
ら
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ト
キ
イ
ウ
イ
ヴ
チ
も
、
ウ
イ
ツ
グ
セ
ル
も
此
こ
と
を
強
〈
主

張
し
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
ベ
エ
ム
は
こ
れ
に
封
し
て
、
貨
幣
極
海
の
場
合
に
つ
い
て
は
さ
う
云
ふ
弗
難
は
鴬
ら
な
い
と
云
ふ
。
而
し
て
、
貨
幣
経

済
に
於
で
は
.
現
在
の
堕
富
な
る
財
を
そ
の
自
然
の
ま
L

の
形
態
に
於
で
保
存
す
る
必
要
は
な
い
と
活
べ
て
ゐ
る
。
割
払
も
此
主
張
を
無
理
白
な
い
も

の
と
見
た
い
と
思
ふ
。
た

γ
、
貨
幣
経
済
に
あ
づ
て
は
利
子
が
貨
幣
に
附
著
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
此
場
合
に
限
ら
ず
、
親
野
か
ら
離
す
べ

か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。

第
二
の
理
由
に
樽
じ
よ
う
。

そ
白
満
足
的
手
段
は
組
織
的
に
低
〈
評
債
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
は
一
一
一
の
部
分
的

ベ
エ
ム
に
よ
れ
ば
、
将
来
の
欲
望
、

理
由
が
あ
げ

b
れ
て
ゐ
る
。

て
将
来
の
欲
望
に
つ
い
て
完
全
な
る
表
象
を
有
し
得
な
い
こ
と
。

と
白
こ
と
は
低
級
な
る
回
世
人
帯
、
小
見
に
つ
い
て
特

に
頻
著
で
あ
る
。
一
一
、
意
志
の
快
晴
。
将
来
の
享
楽
と
現
在
の
草
梁
と
の
比
較
に
づ
い
て
十
分
な
る
表
面
械
を
有
し
う
る
に
し
て
も
、

、b
牌
来
の
潟
の
用
意
を
す
て
ゐ
現
在
の
享
楽
を
喜
ぶ
も
の
が
多
い
。
一
三
、
生
命
の
短
か
さ
と
不
確
か
さ
。
三
十
年
先
の
生
命
が
不
確
で
あ
れ
ば
そ
の

時
の
百
固
よ
り
も
今
日
の
確
な
る
二
十
固
を
喜
ぶ
と
云
-t

が
知
号
。
こ
の
う
ち
、
最
後
の
理
由
は
最
も
弱
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
事
貨
に
於
で
先

の
短
か
き
老
人
ほ
ど
子
孫
吉
長
計
を
考
ふ
る
に
急
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
で
は
ウ
イ
ツ
ク
セ
ル
白
刻
曹
、
ベ
エ
ム
の
最
も
深
寺
同
情
者
も
同
様
に

意
志
の
務
鶏
h
r

時
差
説
血
児
書

第
三
十
五
巻

五

第
一
一
一
筑

七
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時

差

設

費

書

第
三
十
五
巻

」ー
ノ、

第

披

ノ1、

考
へ
て
ゐ
る
。
前
の
ニ
の
理
由
に
ヲ
い
て
、
ウ
イ
ツ
ク
セ
ん
は
之
を
肯
定
す
る
と
止
ハ
に
極
め
て
重
要
減
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
し
、
叉
は
重
要

澗
し
古
い
と
す
る
人
も
少
く
な
い
、
十
分
に
後
議
し
た
る
理
知
的
目
近
代
人
に
ワ
い
て
は
牌
古
都
k

ヲ
い
て
の
表
象
日
鉄
路
と
-
Z

ふ
こ
と
も
考
へ
が
た

〈
、
又
意
志
白
溝
弱
と
一
再
ふ
乙
と
も
重
要
の
こ
と
で
は
な
い
。
稼
貨
に
獲
得
の
保
詮
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
b
ば
、
近
代
人
は
将
来
財
を
低
く
評
債
ナ

る
の
で
は
な
か
ら
う
と
見
ふ
れ
る
。

一ー一

最
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
は
第
三
の
理
由
で
あ
る
。
現
在
財
ば
技
術
的
理
由
か
ら
欲
望
満
足
の
寸
ヤ

J

a

i

l

‘
i
a

酔

r

i

b

h
い

K
る
ポ
T
J
μ
7ー下，
h
J

-

一

l

t

紘
っ
と
鼎
県
別
1

・h
ノ

b
p
u

大
な
る
限
界
処
刑
v
ゲ
れ
れ
H
K
K
似
諜
寸
ψ
山
。

例

町

ノ

一

山

v
f
h
L
γ
t
k
'
h

t
r
u
t

、
'ι
，d

、E
-

誤
っ
て
資
本
の
生
産
力
と
云
ふ
名
輔
ら
ι
以
て
よ
ば
れ
て
ゐ
に
事
責
に
外
な
ら
ぬ
。

長
き
生
産
期
聞
を
要
す
る
生
産

方
法
は
ど
、
云
は
ぱ
迂
図
的
な
る
生
産
ほ
ど
、
大
な
る
生
産
物
が
同
量
の
生
産
財
か
ら
得
ら
れ
る
。

A
1
例
を
以
て

示
し
て
み
よ
う
。

一
九

O
九
年
に
於
て
一
定
の
生
産
手
段
(
た
と
へ
ば
三
十
州
労
働
目
、
又
は
一
ヶ
月
の
普
働
)

が
め
る
L
」す

る
。
こ
れ
を
最
も
不
利
な
る
印
刻
生
産
に
利
用
す
る
と
き
は
僅
に
生
産
物
一

O
C車
位
子
生
産
し
得
る
に
過
ぎ
ね

'
と
す
る
。
ま
た
之
を
一
年
を
要
す
る
生
産
に
利
用
す
る
と
き
に
は
、
従
っ
て
一
九
一

O
年
に
於
て
、
二

O
C軍
位

を
生
産
す
る
と
す
る
。
二
年
を
要
す
る
生
産
に
よ
っ
て
、
従
っ
て
一
九
一

一
年
に
於
て
は
二
八

O
単
位
、

ブL

二
年
に
於
て
は
三
五

O
単
位
二
九
二
二
年
に
は
凹
む

O
車
位
を
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
す
る
こ
と
が
限
定
せ
ら
れ
る
。

衣
に
一
年
遅
れ
て
利
用
し
得
る
一
月
の
蝕
労
働
が
ど
れ
だ
り
生
産
し
得
る
か
を
見
る
。

一
九
乙
九
年
に
は
一
九
一

C

年
に
は
じ
め
て
利
用
し
得
ら
る
る
此
持
働
に
よ
り
で
は
何
物
も
生
産
し
得
ら
れ
な
い
。

一
年
に
於
て
二

0
0
、
順
衣
前
越
の
も
の
に
よ
ち
て
察
知
せ
ら
れ
る
。

一
九
一

C
年
に
於
て

。。、
九

jL 

一
年
に
は
じ
め
一
て

¥YicbeIJ. a. a U. S. 84 1.1-) 



利
用
し
持
ら
る
る
勢
働
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
謹
べ
得
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
一
の
表
の
中
に
示
さ
れ
て
ゐ

る
。
か
〈
て
次
の
如
〈
に
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
何
れ
の
時
期
を
と
っ
て
考
へ
る
に
し
て
も
、
古
き
生
産
手
段

が
新
し
き
同
量
の
生
産
手
段
よ
り
も
、
技
術
的
に
み
て
す
ぐ
れ
て
ゐ
か
。

勿
論
こ
の
こ
と
が
直
に
、
現
在
財
が
債
伎
に
於
て
す
戸
、
れ
て
ゐ
る
と
一
五
ふ
こ
と
や
ニ
不
す
の
で
は
な
い
と
思
は
れ

る
が
、
ペ
エ
ム
は
明
白
に
こ
れ
を
肯
定
し
て
ゐ
る
。
そ
の
説
〈
と
こ
ろ
は
か
う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
財
の
数
量
の

多
い
こ
と
は
必
中
し
も
慣
値
の
大
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
凶
年
の
安
一
石
の
債
値
は
豊
年
の
憂
二
石
の
償
値

よ
り
も
大
で
み
ら
う
。
け
れ
げ
ら
も
同
一
の
時
期
、
同
一
の
人
に
つ
い

τ活
ム
な
ら
ば
、
そ
の
人
に
と
っ

c
一
石
の

楽
よ
り
も
品
一
石
の
裂
が
多
い
債
依
存
ぽ
も
つ
。

工

次各生白勢年産の各年に於端下ける ヶ月
働物に於教は左 に掲げたる

て に示したる
量を生ずる。

1909
1附 1

1911
1叩

1909 100 .-
1910 200 100 

1911・ 280 200 100 

1912 350 280 200 100 

1913 400 350 280 200 

1914 440 400 350 250 

1D15 470 440 400 380 

1916 500 470 440 400 

表

~b 
理匹
目1

.l.. 
.〆〉

し

あ
る
同
一
の
年
に
於
で
多
く
の
生
産
物
市
営
あ
げ

得
る
と
こ
ろ
の
古
き
生
産
手
段
は
新
し
き
生
産
よ
り
も
債
値
が
大

で
あ
る
は
十
で
あ
る
る
。

け
れ

E
も
更
に
一
歩
ぞ
進
め
て
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
各
年
度
に

於
て
利
用
せ
ら
る
る
生
産
手
段
が
ぞ
れ
引
ぞ
れ
の
お
T

教
を
要
寸
る
生

産
方
法
に
於
て
生
産
し
得
る
生
産
物
の
数
量
は
前
遁
の
如
く
で
あ

る
に
し
て
も
、
そ
の
債
値
は
こ
の
数
量
と
相
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
。
然
ら
ば
此
債
値
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
左
云
ふ
に
、
時
対

来
財
の
低
〈
評
債
せ
ら
る
る
こ
と
が
全
く
な
い
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
生
産
物
教
量
と
、
と
れ
に
膳
じ
て

時

差

設

費

書

第
三
十
五
巻

第
三
務

七

九

Bohm， a. a. O. S. 456. 
a. n. O. S. 458. 
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時

差

設

費

書

第
三
十
五
巻

/¥ 

第

五官

O 

動
〈
と
こ
ろ
の
限
界
殻
用
(
車
位
の
償
値
)
と
を
乗
じ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
持
家
財
の
低

債
を
併
せ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
う
す
る
震
に
は
、
此
低
債
の
割
合
だ
け
割
引
せ
ら
る
る
こ
と
を
要
す
る
は
や
で

あ
る
。
か
う
し
て
、
各
年
度
に
於
て
利
用
せ
ら
る
る
生
産
手
段
(
例
へ
ば
一
ヶ
月
の
勢
働
)
が
そ
れ

εれ
の
年
歎
伝
要
す

る
迂
回
生
産
に
よ
っ
て
生
産
し
う
る
生
産
物
の
憤
値
が
認
め
ら
れ
る
。

一
-
九

O
九
年
k
於
り
る
一
ウ

一

割

J

一J

h

y

h

h

M

J

-

3

ム巴

j
n
k
F
H
d
f一
P
的
σ
医
師

一
九
日
。
年
に
於
け
る
一
今

一
月
の
勢
湖
町
生
淀
川
山
り
同
日
比

E 

生|放→位事j|舎
産|周駅鹿町五|釦昇せ|品

物 l割放ら1;;:
| 賞用れI;孟

駿 Iv'たlj呈
限l る|:it

J三上亙土包

jjjji::J:lij| 
1H12 '1 350ir 2.51

， 2.2: 770': 

1jj:jjj 
;川Jid

表

王

生
産
物
自
主
産
せ

る
る
年
度

1910 

1日11

1912 

が
定
ま
る
。
例
へ
ば
前
掲
の
表
に
つ
い
て
見
る
に
、

酔

'

v

Z

F

l

l

そ
れ
ぞ
れ
各
作
に
れ
て
位
汗
せ

ら
る
る
生
産
手
段
の
債
値
は

E
れ

だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
。

の
生

産
手
段
が
敷
多
の
用
途
を
も
っ
場

合
に
は
、
そ
の
債
値
の
最
も
大
な

る
用
途
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
債
値

一
九

O
九
年
に
於
て
使
用
せ
ら
る
る
一
ヶ
月
の
勢
働
の
慣
値

ま
一
九

』

-

J

一
年
に
生
産
物
を
生
産
す
る
と
と
ろ
の
用
途
に
於
け
る
債
値
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

一
九
一

O
年
に
於
け

る
そ
れ
は
一
九
一
四
年
に
生
産
物
密
生
産
す
る
と
こ
ろ
の
用
途
に
於
げ
る
憤
値
に
よ
っ
て
定
ま
る
(
そ
れ
ぞ
れ
八
四
O

と
七
二

O
)
。
か
〉
る
仕
組
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
こ
ろ
の
各
年
に
使
用
せ
ら
る
る
生
産
手
段
の
債
値
は
衣
の
如
き
も
の

で
あ
芯
。

a. 3.. O. 463 17) 



表

E
の
う
ち
一
九
一
一
年
、
一
九
一
二
年
に

閲
す
る
部
分
は
省
略
し
た
。
そ
れ
ゆ
ゑ
一
九

一
一
年
の
六
三

O
、
一
九
一
二
年
の
五
二
五

と
云
ふ
債
催
の
定
主
り
方
は
ζ

L

に
説
明
せ

b
れ
て
ゐ
な
い
o

そ
れ
に
づ
い
で
は
ベ
且
ム

の
表
を
参
照
せ
ら
る
ふ
こ
と
を
の
ぞ
む
則

解
に
よ
れ
ば
、
今
の
場
合
す
で
に
前
謹
の
第
一
、
第
二
の
理
由

皿

用 -
lせケ

|;2 
2;z zziL発

a 一-0ま働J

二一 O 九戸届

らそ
今 lるtL

互1. "'1¥ヒノ、、，-
二三 二 四 局 与
干i000同叫

;1直め

表

ベ
エ
ム
は
現
在
の
生
産
手
段
が
府

来
の
そ
れ
よ
り
も
債
値
大
で
あ
る
と

云
ふ
こ
と
の
此
論
語
を
必
然
性
の
め

る
も
の
と
考
へ
る
と
云
ふ
。

そ
の
見

円

掲

て

億

一

日

一

一

一

印

刷

剖

川

川

一

言
議
L
市
平

o
d
-
-
u咋一

i
;
:ー

j

'

i

;

E
一
け
は
年
た
す
而
ー
「
ド
ト
川
い

!
b
7
げ
げ
ー
一

『
一
安
働
各
し
序
一
川
ゴ
川
J
叫
叫
刈

ω
州
l
M
川一

一
に
勢
る
一
京
生
一
印
一

-
i
b
-
U
7
8
E
M
U
-

-
年
の
た
に
を
一

I

削
コ
川
J
川

川

四

割

川

仙

川

沿

一

茨
一
各
月
げ
子
止
一
一
川

M

N

川

以

仙

川

川

パ

一

帽

一

一

9

0

1

2

3

4

3

R

u

-

-

一

一

町

1

1

1

1

1

1

1

・

(
表
w
H
に
於
け
る
債
値
の
大
さ
は
表

I
の
生
産
物
に
そ
の
年
に
於
け
る
単
位
の
限
界
効
用
を
乗
ず
る
ζ

、
と
に
よ
り
て
得

b
れ

でよ
ゐ ペコZ 
.... 019)て
) 矢E

ら
れ
る

四

(
将
来
財
低
債
の
根
擦
を
さ
す
)

JT
前
提
と
し
た
か
ら
、
以
上
の
結
論

仁
到
蓮
し
得
た
や
う
に
見
え
る
市
め
ら
う
が
、
買
は
3
う
で
は

-

E

E

明

〉

ー

ヨ

〈

，

{

 

W
4
)
e

二
η
明

AHえ
立
良
県

ηurF
刊
を
金
〈
泊
予
こ
し
て

j
L
-
L
1
1
・叩

K
1
t
;
i
)

『

J

I

L

l

-

み
て
も
、
現
在
の
生
産
手
段
の
憤
伯
の
大
な
る
こ
・
ど
は
表

E
に

J

ベ
エ
ム
に
よ
る
と
、
此
第
三
理
由
の
作
用
は
更
に
贋
き
範
囲
ド
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
剖
ち
そ
の
作
用
に
よ
り
て

現
在
の
亨
湖
東
財
も
ま
た
持
来
の
享
柴
財
よ
り
高
い
債
値
を
も
つ
に
至
る
。
そ
の
事
情
は
極
め
て
車
純
で
あ
る
。
長

期
を
要
す
る
迂
回
生
産
が
有
利
で
あ
る
に
し
て
も
、
若
し
生
存
資
料
を
有
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の
勢
働
の
成
果
を

後
日
に
期
す
る
こ
と
は
出
家
中
、

即
刻
生
産
を
管
む
外
は
な
い
。

そ
こ
で
現
在
の
消
費
財
こ
そ
は
、
現
在
の
生
産

時
差
説
費
書
白

第
三
十
五
巻

カふ

第

務
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時

差

設

費

書

第
三
十
五
巻

第

ま虎

O 

手
段
を
(
腕
労
働
ば
h
r
p

で
な
く
、
土
地
を
も
資
木
財
を
も
)
有
利
な
る
仕
方
に
於
て
利
用
せ
し
め
、
生
産
物
を
多
か
ら
し
め

る
。
生
存
資
料
を
有
す
る
が
震
に
替
ま
れ
得
る
長
期
生
産
、
そ
れ
が
乏
し
い
だ
め
に
巳
を
特
な
小
矩
期
生
産
、
こ

の
「
襲
方
の
生
産
物
の
差
は
現
在
の
享
架
財
の
所
有
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
利
益
で
あ
る
』
勿
論
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
あ
る
立
場
の
人
々
の
や
う
に
、
享
楽
財
の
み
を
資
本
と
な
し
.
生
産
手
段
と
な
す
こ
と
は
行
き
す
ぎ

で
め
る
。
卒
艶
財
は
生
産
手
段
で
な
く
、
又
資
本
で
も
な
い
、
『
ぞ
れ
に
よ
っ
下
型
げ
ら
る
〉
利
益
は
ぞ
れ
の
生
産

力
か
ら
浦
ゆ
る
の
で
ぽ
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
理
由
は
一
し
ょ
に
な
っ
て
、
現
在
財
の
債
値
を
帰
来
財
の
債
値
よ
り
も
高
か
ら
し
め
る
の
に
役
立

つ
。
第
一
の
理
由
と
第
二
の
理
向
と
は
堆
積
し
、
一
ー
は
Y
協
働
す
る
。
第
一
、
第
二
の
理
由
と
第
三
の
理
由
と
は

云
は
Y
交
代
的
に
作
用
す
る
。
低
債
の
程
度
を
他
よ
り
も
大
き
か
ら
し
め
る
理
由
の
み
が
も
の
を
云
っ
て
、
他
の

理
由
の
作
用
は
か
〈
れ
て
し
ま
ふ
。
例
へ
ば
、
第
一
、
第
二
の
理
由
に
よ
る
現
在
財
の
打
歩
計
一

J
u
m
で
あ
り
第

三
の
理
自
に
よ
る
そ
れ
が
一
五
，
臥
円
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
だ
け
が
表
面
に
作
用
す
る
。

経
持
主
躍
は
ぞ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
特
有
な
る
事
情
に
よ
っ
て
現
在
財
を
牌
来
財
よ
ち
色
、
高
く
評
慣
す
答
。
従
っ

て
そ
の
認
ひ
る
打
歩
又
は
差
益

ιは
種
々
な
る
程
度
が
あ
る
。
彼
等
は
市
場
に
於
て
、
婚
家
財
を
以
て
す
る
現
在

財
の
買
手
買
手
と
し
て
作
用
す
る
。
差
盆
を
認

U
る
こ
と
の
大
な
る
も
の
は
買
手
と
し
て
立
ち
.
小
な
る
も
の
は

責
手
・
と
し
て
立
つ
。
業
聞
の
交
渉
か
ら
利
子
の
成
立
す
る
機
構
は
一
一
般
の
債
格
成
立
の
場
合
と
こ
と
な
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
一

C
C
単
位
の
現
在
財
を
各
人
が
衣
に
示
す
だ
け
の
帰
来
財
に
等
し
い
と
評
債
す
る
と
き
に
は
、
利
子

は
六
l
七

μ
の
と
こ
ろ
に
定
ま
る
。
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手

日00 A， 
200 A。

150 ミ3

120 _-¥. 

110 A円

108 A6 

107 A_ 

106 A， 
104 --¥9 

102 --¥10 

一
躍
.
第
三
理
由
に
関
す
る
粧
過
を
こ
う
で
打
も
切
る
こ
L
L
に

買
手
の
評
債

す
る
。

一
盟
、
迂
回
生
産
に
よ
る
利
盆
は
前
蓮
の
如
〈
に
し
て
詑

貰

手

B， 99 
Bo 100 

B3 101 

B. 102 

135 103 

B() 105 

B戸 106

B，ユ07

B， 108 
B" 110 

明
し
得
ら
る
〉
に
し
て
も
、
そ
の
ど
れ
だ
け
が
資
本
に
踊
属
す
る

責
手
白
一
許
債

も
の
と
見
ら
れ
、
資
本
の
利
子
と
な
り
得
る
か
は
ま
だ
明
に
せ
ら

れ
て
ゐ
な
い
。
生
存
資
料
と
し
て
の
享
業
財
に
よ
り
て
此
利
益
が
可
能
に
せ
ら
る
う
こ
と
も
、
明
に
認
め
ら
れ
て

ゐ
る
。

さ
う
で
め
る
な
ら
ば
、
此
利
益
又
は
差
益
の
ど
れ
だ
け
が
此
享
楽
財
に
認
め
ら
れ
る
か
。
ぞ
れ
は
す
べ
て

市
場
の
機
構
に
於
て
決
定
げ
ら
る
〉
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

イ

Z

ム
の
此
洞
見
は
後
の
由
学
者
に
よ
っ

τ肯
定

〈
出
ム
は
第
一
一
一
節
に
入
っ
て
論
及
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
後
に
分

析
し
よ
う
と
す
る
部
分
に
一
局
す
る
。
前
掲
の
表
に
あ
っ
て
は
、
此
重
要
な
る
問
題
炉
一
腰
蔽
び
か
く
さ
れ
て
ゐ
る

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
刊
と
も
、
此
貼
日
い
つ
~
い
て
、

と
云
ふ
外
は
な
い
。

。
へ
エ
ム
は
利
子
に
閲
す
る
生
産
力
説
を
批
一
評
し
て
云
ふ
。
「
ぞ
れ
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
物
理
的
生

産
力
で
あ
る
、
資
本
に
よ
っ
て
ぞ
れ
の
な
い
場
合
に
比
し
更
に
多
〈
の
生
産
物
が
得
ら
れ
る
と
云
ふ
こ
正
行
け
が

明
に
せ
ら
る
る
に
す
ぎ
ぬ
、
生
産
力
は
必
宇
し
も
債
値
の
増
加
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
」
。
け
れ

E
色、

ヰ
エ
ム

の
迂
回
生
産
設
も
果
し
て
十
分
に
現
住
財
が
高
い
慣
値
を
も
つ
こ
と
を
論
謹
し
得
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
在
ば
き

う
考
へ
な
い
。

五

時

差

設

費

書

第一一一十五巻

一一一一一
第

費量



時

差

設

費

書

第
三
十
五
巻

第
三
時
制

四

一

第
つ
ま
づ
ペ
エ
ム
に
於
げ
る
第
三
の
理
由
は
第
一
及
び
第
二
の
二
の
理
由
か
ら
調
立
の
も
の
と
し
て
論
語
せ

ら
れ
て
ゐ
る
か
。
迂
回
的
生
産
に
よ
る
賂
来
財
低
債
の
説
明
は
第
一
、
第
二
の
理
由
を
も
ち
こ
か
事
な
く
し
て
窓

行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。

ペ
エ
ム
は
然

h
と
一
再
ム
。
け
れ
ど
も
こ
れ
伝
否
と
答
へ
る
有
力
の
見
解
も
あ
る
。

A
ー
か
り

に
、
第
て
第
二
の
理
由
に
基
〈
野
家
財
の
低
慣
(
こ
れ
を

E
5
2
7伊
丹
是
認
と
の
か
見
る
な
b
ば
第
一
理
由
の
伶
用
を
含
か
得

な
い
で
つ
に
も
見
え
る
が
、
夏
に
蹟
い
意
義
に
之
を
周
ふ
る
)
が
全
く
な
い
も
の
、
と
す
る
。
き
う
す
る
と
、
各
年
に
於

τ使
用
せ

ら
る
〉
叫
ケ
月
の
労
働
の
生
産
に
か
ど
心
情
侃
最
は
表
配
の
加
〈
な
る
代
り
仁
勘
久
一
に
一
一
小
す
と
こ
ろ
の
表

V
の
畑

巴

く
な
る
は
や
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

5001 

V 
1各年に於ける二手万五子
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表

E
L」表
V
と
の
差
異
は
次
の
勅
か
ら
来
る
。
限
界
殻
用
が

九

O
九
年
か
ら
順
衣
一
九
一
六
年
ま
で
、

5
4
M
幻

2
M
'と
な

っ
て
ゐ
る
の
は
、
各
年
の
生
産
物
数
量
一
か
漸
次
に
増
加
し
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
。
生
産
物
が
一

O
Oな
る
が
故
に
、

一
九

O
九
年
に

於
け
る
一
軍
位
の
致
用
は
玉
で
あ
り
、
生
産
物
が
二

C
C
な
る
が

故
に
一
九
一

O
年
に
於
け
る
そ
れ
は
四
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ペ
エ
ム

の
表

E
rい
あ
っ
て
は
一
九
一

O
年
に
於
げ
る
一
回
単
位
の
債
値
は
生
産
物
が
一

O
O
の
と
き
も
ニ

O
O
の
左
き
も
固

と
算
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
背
理
の
こ
と
で
J

め
る
と
思
ふ
。
生
産
物
の
限
界
致
用
は
葉
敷
量
に
よ
り
て
左
右
せ

ら
れ
、
従
っ
て
数
量
が
等
し
い
と
き
に
は
債
値
も
ま
た
等
し
い
と
見
る
な
ら
ば
士
の
背
後
に
静
態
の
仮
定
が
あ
る
で
あ
b
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う
が
、
そ
れ
に
づ
い
て
は
後
に
漣
べ
る
)
、

一
九
一

O
年
の
一
ヶ
月
の
勢
働
の
各
年
に
於
け
る
生
産
物
の
債
値
は
ど
う
し
て

も
表

E
(ベ
品
ム
自
身
の
記
し
て
ゐ
る
)
の
や
う
に
は
な
ら
や
、
表

V
の
や
う
に
、

一九一

υ九
年
の
一
ヶ
月
勢
働
の
生
産

物
の
各
年
に
於
け
ろ
債
値
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
づ
っ
遅
ら
せ
た
も
の
に
な
る
は
や
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
第
一
、
第

二
の
理
由
か
ら
離
れ
て
見
る
限
り
、
何
れ
の
年
に
使
用
し
得
ら
る
〉
生
産
手
段
即
ち
一
ヶ
月
勢
働
も
、
皆
同
一
の

債
値
を
も
つ
こ
と
に
な
る
は
や
で
あ
る
コ

第
二
。
利
子
に
闘
す
る
生
産
力
説
は
資
本
又
は
資
本
財
が
物
的
生
産
力
を
も
っ
と
云
ふ
こ
と
を
し
か
説
明
す
る

こ
と
は
出
来
向
、
そ
れ
が
却
何
に
し
て
債
値
即
ち
牧
盆
を
生
産
し
得
る
か
を
明
に
し
な
い
と
一
宮
ふ
批
判
か
ら
、
ぺ

!

b

)

司

h
a

干
1MJ
・吾

E

・
7

・5
A
L
1
J
T
J
7
〉

3

、
3
2
0
1
9
}
民

E

-

〉

司

b

コ

よ

目

白

吋

-uma識
か
j
:
J
t
d
一t
棋
と

id--ー
っ
力
、
J

問
刊
に
表
H
M
い
れ
っ
し

弘
中
山
主
張
防
)
'
両
院
ト
臥
融
問
柄
、
肌
ハ
で

l
i
b
-
J
l
f
J・7
3
j

勝
来
に
於
け
る
生
産
物
の
そ
れ
、
即
ち
迂
回
生
産
の
生
産
物
の
そ
れ
が
大
で
あ
る
の
は
こ
の
僚
件
に
か
か
っ
て
ゐ

る
。
迂
回
生
産
に
よ
る
生
産
物
の
増
加
が
偲
定
の
却
〈
で
あ
る
に
し
て
も
‘
限
界
効
用
の
遮
誠
一
か
表
に
於
け
る
が

-
加
き
も
の
で
あ
り
、
又
崎
市
来
財
に
於
け
る
現
在
財
の
差
盆
が
表
に
於
け
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
の
で
な
〈
て
は
、

勝
来
に
於
げ
る
生
産
物
債
値
額
が
大
で
あ
る
と
は
云
は
れ
得
な
い
。
ま
づ
最
初
の
賠
に
つ
い
て
。
般
に
債
値
に
於

け
る
時
差
が
な
い
も
の
と
し
て
見
よ
，
勺
。

一
九
一
五
年
に
於
け
る
生
産
物
の
纏
債
値
が
最
大
で
あ
る
の
は
、
生
産

物
四
七
O
の
と
き
の
限
界
致
用
が
二
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
が
偲
に
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
組
債
値
は

四
七

O
に
す
ぎ
示
、

一
九
O
九
年
の
生
産
物
の
熔
債
値
よ
り
か
へ
っ
て
小
と
な
る
。
而
し
て
、
生
産
物
の
増
加
に

件
ふ
限
界
一
波
用
の
遁
械
の
仕
方
が
此
場
合
五
か
ら
ニ
へ
で
あ
っ
て
、
玉
か
ら
一
へ
で
あ
る
こ
と
の
必
然
性
は
ど
こ

時
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第
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時

差

説

慶

喜

第
三
十
五
容

三
三
回

第
三
競

六

に
も
論
謹
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
又
論
諦
せ
ら
れ
う
べ
き
も
の
と
も
思
は
れ
な
い
。
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

O
九
年
に
於
け
る
生
産
財
の
一
九
O
九
年
に
於
け
る
生
産
物
の
債
佳
よ
り
も
後
の
年
に
於
げ
る
生
産
物
の
慣
値
の

方
が
、
換
言
す
れ
ば
卸
刻
生
産
の
生
産
物
の
慣
値
よ
り
も
迂
回
生
産
物
の
債
値
の
方
が
大
で
あ
る

E
云
ふ
主
張
の 九

根
懐
も
な
く
な
る
で
あ
ら
う
し
、
同
時
に
、
現
在
の
生
産
財
が
崎
市
来
の
生
産
財
よ
り
も
其
慣
伍
が
大
で
あ
る
と
一
エ
ム

主
張
の
中
の
重
要
な
る
理
由
が
必
然
性
を
も
た
ぬ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。
失
一
に
後
の
知
に
つ
い
て
。

子、
r
E
t
"
1
J

川

山

日

?
L
J

〉

川

、

h
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h
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p
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川
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J

T
亡
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d
n
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込
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b

当
1
7
j
f
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1
J
ι
H
H
t
-
a
P
2
J
1
J
F卜
H
V
1

匹

，d
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L
J
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F
λ
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/

吋
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J
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F
L
N
h
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J
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j
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j

く

J
1
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1
1
:
ι
u

t

-

-

4

ノ

l

;

け
る
時
差
却
ち
賂
来
財
の
低
慣
が
三
十
三
分
の
三
に
止
っ
て
、

そ
れ
以
上
の
率
に
達
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

若
し

時
差
が
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
九
一
一
年
に
於
け
る
生
産
物
延
い
て
は
一
九

O
九
年
よ
り
後
の
年

に
於
け
る
生
産
物
の
方
が
債
値
が
大
で
あ
る
と
は
云
は
れ
特
な
い
で
め
ら
う
。
而
し
て
、
時
差
の
程
度
炉
、
卸
ち
表

E
に
記
さ
れ
た
よ
り
も
進
に
大
き
い
も
の
で
な
い
こ
と
の
必
然
性
は
論
語
し
得
ら
れ
な
い
で
め
ら
う
。
だ
か
ら
、

表

E
に
於
て
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
主
張
、
却
ち
一
九

O
九
年
に
於
け
る
一
ヶ
月
勢
働
の
生
産
物
の
債
値
は
一
九

O
九
年

に
於
け
る
生
産
物
よ
り
も
そ
の
後
の
生
産
物
の
方
が
大
で
あ
る
と
云
ふ
主
張
は
、
理
論
的
基
礎
を
失
ふ
と
云
ム
外

は
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
ま
た
、
表

E
に
つ
い
て
、
従
っ
て
、
現
在
の
生
産
財
よ
ち
も
婚
家
の
生
産
財
の
方
が
迂

図
的
生
産
の
事
情
に
基
い
て
其
債
値
低
い
と
一
五
ふ
主
張
に
つ
い
て
も
、
議
べ
ら
れ
得
る
と
思
ふ
。

.晶圃，、

第
三
。
こ
れ
か
ら
通
ぶ
る
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
連
べ
た
る
部
分
の
云
は
ば
柿
完
部
分
に
営
る
。
骨
子
は
か
う
で



あ
る
。
第
二
の
理
由
を
も
ち
こ
か
こ
と
な
〈
し
で
は
、
ど
う
し
て
も
購
来
財
の
低
債
が
論
謹
せ
ら
れ
得
な
い
。
こ

こ
に
別
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ペ
エ
ム
の
前
提
そ
の
も
の
に
於
け
る
不
備
を
取
除
い
て
、
論
歩
を
一
屠
正

確
な
ら
し
め
る
震
に
外
な
ら
ぬ
。

表

E一
を
見
る
。

一
九

O
九
年
に
於
け
る
一
ヶ
月
の
勢
働
は
生
産
物
e

ゲ
二
九

O
九
年
に
、
又
は
一
九
一

O
年
、
又

は
一
九
一
一
年
等
に
得
る
生
産
の
に
め
に
全
部
了
ま
と
め
に
し
て
投
下
サ
ら
る
う
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
つ

て、

一
九
一
二
年
に
生
産
物
が
符
ら
れ
る
ゃ
う
の
迂
回
生
産
が
最
も
有
利
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
全
部
一
か
か
〉

る
目
的
に
利
用
せ
ら
る
〉
こ
と
冶
珠
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
、
こ
れ
は
極
大
満
足
の
原
則
を
無
胡
し
に
る

位

古

川

J
P
E品
、

二

目

1
1
1
j
k
〉

い

o

i
d

つノ
V
4
4
p
u
t
〈

ニ

d
t
u
J
u
m
z
f
i
d
-
ふ
μ

例
へ
ば
一
九

O
九
年
に
利
用
せ
ら
る
う
プ
グ
月
券
働
に
つ
い
て
考
へ
ょ
う
。

こ
れ
は
、
削
剥
生
産
に
も
、
又
一
年

迂
回
の
生
産
に
も
、
二
年
迂
回
の
生
産
に
も
、
三
年
乃
至
そ
れ
以
上
の
年
数
を
要
す
る
迂
回
生
産
に
も
利
用
せ
ら
れ

う
る
。
云
は
Y

そ
れ
は
数
多
の
用
迭
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
財
で
あ
る
。
き
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
満
足
又
は
牧

盆
の
極
大
が
追
求
せ
ら
る
〉
限
り
、
全
部
の
生
産
財
を
例
へ
ば
一
九
一
一
一
年
に
生
産
物
が
得
ら
る
b

や
う
な
一
周

建
に
の
み
利
用
す
る
こ
と
は
、
会
〈
あ
り
得
べ
か
ら
ゴ
る
こ
と
で
あ
る
。
般
に
此
一
ヶ
月
勢
働
の
み
が
問
題
と
な

る
も
の
と
し
よ
う
。
而
し
て
他
の
年
度
に
於
て
新
に
生
産
の
矯
に
利
用
せ
ら
る
う
勢
働
が
な
い
も
の
と
し
よ
う
。

さ
う
云
ふ
場
合
に
於
て
な
ら
ば
、
此
崎
労
働
は
各
種
の
生
産
方
法
に
向
っ
て
、
同
一
量
の
州
労
働
か
ら
得
ら
る
』
生
産

物
の
債
値
が
相
等
し
〈
な
る
や
う
に
割
り
あ
て
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
際
、
勿
論
崎
市
来
財
を
低
〈
評
慣
す
る
と
云

時

差

説

受

書

第
三
十
五
巻

三
三
五

第
三
披

七



時

差

説

提

書

第
三
十
五
巻

一一ーム
ノ、

第

就

f¥. 

ふ
第
二
理
由
の
作
用
を
離
れ
て
考
へ
る
こ
と
に
す
る
。
失
に
こ
の
一
ヶ
月
勢
働
以
外
に
も
1

規
則
的
に
生
産
財
の

生
産
に
刺
用
せ
ら
る
〉
も
の
が
み
る
と
す
る
。

例
へ
ば
、

一
九
一

O
年、

一
九
二
年
等
に
も
年
々
同
量
の
持

働
い
か
新
に
投
下
せ
ら
れ
る
と
す
る
。

一
九
一

O
年
の
勢
働
は
一
九

O
九
年
に
、

一
九
一
一
年
の
勢
働
は
一
九

O
九

年

一
九
一

C
年
に
生
産
物
を
あ
げ
得
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
用
途
を
異
に
し
而
も
、
叉
共
通
の
用
途
を
も
有
す
る
数

多
の
生
産
財
が
こ
〉
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
此
場
合
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
財
は
そ
の
各
寧

位
一
か
何
れ
の
用
拡
に
於
て
も
相
等
し
ち
限
界
殻
用
〈
間
技
の
ん
引
用
、
従
ヨ
限
界
生
産
力

h
v
h
h

一味
Lr
と
ヤ
有
「
る
や
う
に
制

り
あ
て
ら
れ
る
。
仁
Y
此
際
、
生
産
物
の
限
界
殻
用
は
前
例
に
於
げ
る
や
う
に
、

k
y
一
九
C
九
年
に
於
け
る
一

ヶ
月
勢
働
と
云
ふ
が
如
き
一
種
の
生
産
財
か
ら
の
生
産
物
の
数
量
ピ
け
に
よ
り
て
定
ま
る
こ
と
は
な
い
。
例
へ
ば

一
九
一
二
年
に
於
け
る
そ
れ
は
、
一
九

O
九
年
、

ら
一
九
一
二
年
に
得
ら
る
h

生
産
物
の
総
額
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
一

O
年、

一
九
一
一
年
、

一
九
一
二
年
に
於
け
る
勢
働
か

若
し
鰹
梼
生
活
の
十
分
な
る
蓮
頼
性
k
云
ふ
も
の
が
前
提
と
せ
ら
れ
得
る
も
の
な
ら
ば
、
|
|
而
し
て
こ
れ
を

前
提
と
す
る
こ
左
は
静
態
を
偲
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
|
|
衣
の
如
く
に
云
ひ
得
る
。
年
々
同
一
敷
量
の
生
産
財

が
利
用
(
生
産
的
に
消
費
せ
ら
る
ふ
と
と
を
さ
す
)
せ
ら
る
〉
以
上
、
何
れ
の
年
に
利
用
せ
ら
れ
う
べ
き
生
産
財
も
、
各
用
途

に
於
て
(
従
づ
て
、
何
れ
の
年
に
生
産
物
を
得
る
と
こ
ろ
の
用
拍
車
に
於
て
と
同
一
の
大
き
の
生
産
力
ぞ
有
し
、
従
っ
て
同
一
の
債

値
を
有
す
る
。
だ
か
ら
、
前
謹
の
知
〈
、
第
二
理
由
に
基
〈
と
こ
ろ
の
時
差
を
離
れ
て
考
ふ
る
限
h
ノ
、
何
れ
の
年

に
於
て
利
用
せ
ら
れ
う
べ
き
生
産
財
と
て
も
皆
同
一
の
大
き
の
債
値
を
有
す
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
前



掲
の
表

V
ば
夫
の
一
知
〈
に
書
き
改
め
ら
る
〉
こ
と
〉
な
る
で
あ
ら
う
つ

一
九
O
九
年
に
於
げ
る
一
ヶ
月
券
働
ば
色

は
や
、
特
定
の
年
に
其
生
産
物
の
全
部
を
得
る
と
云
ふ
仕
方
に
於
て
V

は
な
く
、
各
年
に
亙
り
て
都
合
よ
く
生
産

物
を
得
る
と
云
ム
仕
方
に
於
て
利
用
せ
ら
る
〉
か
ら
、
そ
の
債
値
は
例
へ
ば
一

0
0
0
で
あ
り
、

一
九
一

O
年
に

於
け
る
同
生
産
財
の
生
産
物
の
慣
値
総
額
も
ま
た
一

0
0
0
で
あ
る
。
か
う
書
き
改
め
ら
れ
で
も
表

V
に
よ
り
て

示
さ
る
〉
結
論
、
印
ち
現
在
の
生
産
財
か
ら
得
ら
る
〉
生
産
物
の
債
値
も
牌
来
の
そ
れ
か
ら
得
ら
る
〉
生
産
物
の

債
値
も
相
等
し
ー
と
一
再
ふ
主
張
は
、
依
然
と
し
て
存
在
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

た
ほ
迂
回
生
産
に
基
〈
現
住
白
生
産
対
の
す
同
債
値
か
ら
、
現
在
の
享
築
財
白
高
債
値
を
導
き
出
す
思
想
に
つ
い
て
は
、
プ
戸
ア
り

y
は
ボ
ル
ト

ヤ
イ
ウ
イ
ツ
チ

Lλ
一
に
火
の
。
ツ
に
考
ヘ
ャ
-
Q
c泊
。
「
」
れ
は
生
産
財
の
慣
値
h

b
汀
十
惜
市
対
の
償
怖
を

c
〈
の
で
あ
る
、
弔
嬬
財
の
慣
低
か

b
生
産

財
の
慎
値
を
説
明
ナ
る
と
云
ふ
ベ
エ
ム
本
来
D
立
場
と
矛
盾
す
る
。
こ
れ
で
全
龍
が
循
環
的
な
る
説
明
に
隠
ヲ
亡
ゐ
る
」

3

松
崎
此
批
評
を
そ
白
士

込
肯
定
し
た
〈
は
な
い
。
本
来
、
享
禦
叫
M
の
償
催

4
p
b
生
産
財
の
債
値
が
、
而
も
此
時
差
の
問
題
か
ら
離
れ
て
、
説
明
せ
ら
れ
た
る
以
上
は
、
時

差
白
鈷
に
ヲ
い
で
生
産
財
償
値
の
反
作
用
が
あ
ら
う
と
も
、
此
反
作
用
を
認
め
る
だ
け
で
一
切
の
説
明
は
っ
き
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
尻
作
用

が
あ
る
と
き
に
之
を
明
に
ナ
る
と
と
が
何
故
に
循
環
的
説
明
で
あ

b
う
か
。

経
漕
生
活
の
十
分
な
る
蓮
頼
性
が
偲
定
せ
ら
れ
、
年
々
に
利
用
せ
ら
れ
う
べ
き
一
定
の
生
産
財
の
種
々
な
る
用

途
、
印
ち
種
々
な
る
迂
回
生
産
に
於
げ
る
割
営
が
極
大
満
足
の
原
則
、
又
は
極
大
の
原
則
に
従
ふ
も
の
と
般
定
せ

ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
迂
回
生
産
そ
の
こ
と
か
ら
来
る
と
こ
ろ
の
(
生
産
財
白
事
に
つ
い
て
与
て
と
勝
家
財
の

低
債
即
ち
時
差
L
」
云
ふ
色
の
は
J

の
り
得
な
い
。
年
々
に
利
用
叶
-
ら
る
h

生
産
財
は
み
な
同
一
債
値
を
も
っ
外
は
な

い
か
ら
。
併
し
此
場
合
、
か
〉
る
蓮
頼
性
を
慢
定
す
る
こ
と
を
斥
け
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
衣
の
如

時
差
読
盟
諸
書

第

務

第
三
十
五
血
管

三
三
七

丸a

23) Bortl口ewicz，a. a. O. S. 957 ;Bucharin.， Die politische Oekonomie Renlners， 
1926， S. 161. 



時

差

説

受

書

第
三
十
五
巻

三
三
八

第

競

四
O 

く
に
述
べ
よ
う
。
ペ
エ
ム
の
表
に
於
て
は
つ
ね
に
、
年
度
の
ど
う
で
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
生
産
物
敷
量
l
t
限
界
放

用
と
の
聞
に
は
一
定
の
閥
係
が
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
静
態
、
従
っ
て
蓮
頼
性
の
椴
定
な
〈

し
て
許
3
れ
う
べ
き
乙
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
ベ
エ
ム
の
時
差
詑
の
論
語
そ
の
も
の
が
h
H
L
4
0
連
結
性
の
位
定
の

上
ド
立
っ
て
ゐ
る
で
は
な
か
ら
う
か
。

第
四
。
こ
れ
か
ら
描
ベ
石
と
こ
ろ
は
、
ベ
ー
ム
の
刺
子
説
丑
阻
胞
に
到
す
る
非
難
で
は
な
い
。
た
て
〆
そ
の
差
盆
の

E
仏

国

:

〉

了

〉

7
T
J
3
b
J
J
'
3
1
γ
J
F
F
K
L
n
J
Cと

L
2
〉

1
4
F
E
'
7
dリ
F
hド

V
T
E
'
一
一
)
草
命

出
訂
l
〆

L
寸

O
勺

4
1
L
F
J
f
J
4
7
羽
存
ザ

J
Z
H
l
u
E叱
u
f
T
F
る
い
'
戸
出
仁
之
口
平
一
.
Jノ

J
4
H
f
A
Q
O仁
引
棚

へ
の
か
け
は
し
と
も
な
る
。
般
に
前
に
述
べ
た
る
差
益
の
理
論
が
会
〈
正
し
い
と
し
て
み
よ
う
。

り
れ
ど
も
此
差

盆
の
理
論
が
直
に
利
子
が
説
明
し
壷
き
れ
る
と
考
へ
る
の
は
一
の
遮
断
で
あ
る
。
実
理
由
は
か
う
で
あ
る
。
主
張

せ
ら
れ
て
ゐ
る

rけ
の
差
盆
が
成
立
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
ど
れ
だ
け
が
利
子
と
な
る
か
は
な
ほ
未
定
の
問
題
で

め
る
。
ま
づ
最
初
に
、

そ
の
う
ち
の
幾
何
か
は
勢
銀
の
中
に
入
り
込
む
で
あ
ら
う
こ
と
も
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
入
り
こ
ま
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
の
入
り
こ
ま
ぬ
理
由
が
十
分
に
論
語
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
・
夫

に
ど
れ
だ
け
の
差
盆
が
現
買
に
於
て
成
立
す
る
か
は
、
ど
れ
だ
け
の
迂
回
生
産
が
可
能
に
せ
ら
る
冶
か
に
依
存
す

る
。
従
っ
て
、
既
存
の
享
柴
財
、
即
ち
既
存
の
生
存
資
料
が
ど
れ
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
に
依
存
す
る
。
だ
か
ら
、

差
盆
そ
の
も
の
h

大
さ
が
此
生
存
資
料
と
の
開
係
に
於
て
考
察
せ
ら
る
〉
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
更
に
ま
た
、
差

盆
の
大
き
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
ぞ
れ
は
一
方
に
於
て
現
在
の
生
産
財
に
負
ふ
も
の
で
も
あ
石
炉
、

他
方
ま
た
之
を
迂
回
生
産
に
利
用
し
得
し
h
u

る
ム
」
こ
ろ
の
享
楽
財
に
負
ふ
。
そ
こ
で
差
盆
の
如
何
な
る
部
分
が
現



在
の
生
産
財
に
、
又
其
如
何
な
る
部
分
が
現
在
の
享
楽
財
に
負
ふ
も
の
正
せ
ら
る
〉
か
Y
朋
に
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
髄
に
つ
い
て
は
、
ペ
エ
ム
の
差
益
の
理
論
は
何
等
明
に
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

勿
論
前
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
資
本
の
市
場
に
於
て
、
利
子
炉
需
要
者
の
需
要
債
格
と
供
給
者
の
供
給
債
格
と

の
閥
係
か
ら
成
立
す
る
事
情
も
一
膳
は
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
需
要
債
格
と
供
給
債
格
と
の
如
何

に
し
て
成
立
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
論
謹
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
此
意
味
に
於
て
営
然
、
差
盆
の
理
論
は

費
本
市
場
の
理
論
、
郎
ち
資
本
の
責
寅
せ
ら
る
〉
市
場
に
し
て
、
加
伺
に
し
て
時
差
を
根
捜
と
す
る
利
子
歩
合
の

決
定
の
桁
は
る
う
か
を
明
に
す
る
理
論
に
」
っ
て
怖
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
立
入
っ
て
一
百
へ
ば
、
時
差
左
見
る

ペ
ー
」
定
舗
の
ど
れ
だ
け
一
れ
利
子
と
な
る
わ
μ

は
に
市
場
一
の
状
況
に
よ
り
て
定
ま
る
。

L
I
t
.

、
)
『
一

-
1

ご
肘
十
一
じ
円

1

，
hσ
一
最
も
砂
川
ト

看
取
し
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
市
場
に
於
け
る
責
本
買
買
の
機
構
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
れ

に
答
ふ
る
色
の
が
や
へ
エ
ム
自
身
に
よ
っ
て
展
開
せ
ら
れ
た
る
、
市
し
て
有
力
な
る
奉
者
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

ペ
エ
ム
の
利
子
理
論
の
骨
子
と
も
見
る
べ
き
利
子
歩
合
の
理
論
で
あ
る
。

ペ
エ
ム
の
差
盆
の
理
論
は
必
然
に
数
多
の
前
提
を
も
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
勿
論
こ
う
に
は
こ
れ
ら
の
前
提
が
ぺ

且
ム
自
身
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
否
と
を
問
題
に
し
な
い
。
後
の
皐
者
に
よ
り
て
明
に
示
さ
れ
て
も
ゐ
る

が
、
五
に
は
そ
れ
ら
の
文
献
に
立
入
る
こ
と
を
し
な
い
。
在
見
を
以
て
す
れ
ば
、
か
〉
る
前
提
の
主
な
る
も
の
は
衣

の
加
き
司
も
の
で
あ
る
。
ま
づ
、
そ
こ
に
は
前
通
の
却
〈
静
態
が
前
提
左
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
生
産
物
数
量
と
限
界
致

用
の
大
さ
と
の
聞
に
一
定
の
閥
係
が
存
績
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
次
に
、
世
舎
の
金
生
産
物
が
た
Y
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の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
而
も
金
生
産
物
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
し
、
従
っ
て
全
生
産
財
が
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
こ

の
こ
と
は
後
に
越
べ
ら
れ
て
ゐ
る
利
子
歩
合
の
理
論
と
の
聯
絡
か
ら
見
て
認
め
ら
れ
ず
さ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

格

h
に
、
そ
れ
は
ロ
ピ

y
y
y
の
経
済
に
も
あ
て
は
ま
る
や
う
に
読
か
れ
て
ゐ
名
も
の
、
二
主
と
し
て
親
野
に
置

か
れ
た
る
も
の
は
、
枇
曾
全
瞳
の
経
掛
で
あ
ら
う
。
勿
論
か
う
見
る
こ
と
に
は
多
少
の
困
難
を
も
仲
ム
。
け
れ

E

も
、
私
は
こ
れ
を
も
利
子
歩
合
の
理
論
と
の
聯
絡
か
ら
さ
う
認
め
た
い
む
こ
れ
ら
の
貼
に
つ
い
て
は
別
に
詳
論
す

る
つ
も
り
刊
、
み
る
。

静
惑
が
前
提
と
せ

b
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
を
突
の
苧
う
に
し
て
認
め
た
い
。
生
産
中
刀
法
に
は
何
等
の
礎
化
も
な
い
も
の
、
と
せ

b
れ
て
ゐ
る
。

な
ほ
ま
た
、
需
要
状
態
に
も
何
等
の
描
型
化
が
な
い
も
の
と
せ

b
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
は
静
態
を
前
提
と
せ
ず
し
で
認
め
ら
れ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
ほ
こ
の
ベ
エ
ム
差
往
の
理
論
の
前
提
に
ヲ
い
て
は
、
悲
の
考
察
な
ほ
紐
め
で
未
熟
で
あ
る
。
玄
に
は
、
今
回
所
信
を
記
し
て
後
日
の
研
究
の
里

程
標
に
ナ
る
と
云
ふ
ほ
ど
の
事
と
し
て
置
か
う
。

総
括
的
に
謹
べ
よ
う
。
ぺ
エ
ム
の
差
盆
の
理
論
の
う
ち
、
第
三
の
理
由
は
あ
ま
た
の
支
持
者
あ
る
に
拘
は
ら
や
、

第
一
、
第
二
の
理
由
以
外
猫
立
の
何
も
の
か
を
示
す
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
第
一
の
理
由
と
第
二
の
理
由
と
の

支
持
せ
ら
れ
が
た
い
こ
と
も
、
慨
に
説
明
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
と
に
静
態
そ
の
も
の
が
前
提
と
せ
ら
れ
て
ゐ

る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
十
分
な
る
競
争
の
作
用
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
は
十
で
あ
り
、
従
っ
て
齢
層
が
完
全
に

行
は
れ
て
ゐ
る
は
宇
で
あ
ら
う
。
私
に
は
此
理
論
が
十
分
の
根
醸
を
も
つ
も
の
と
も
思
は
れ
ぬ
。
け
れ

E
も
ペ
エ

ム
の
利
子
設
に
は
な
ほ
別
に
重
要
な
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
を
進
み
て
考
察
し
ゃ
う
。

こ
れ
ら
の
誌
の
批
評
に
つ
い
て
、
私
は
か
ヲ
て
、
ハ
イ
エ
夕
、

uv

ユ
ム
ペ
エ
ダ
ア
の
所
論
を
遁
讃
し
た
こ
と
が
あ
る
。
執
筆
の
際
こ
れ
ら
の
何

れ
を
も
手
に
す
る
機
曾
を
も
た
な
か
う
た
。
こ
れ
ら
に
論
及
ナ
る
こ

k
が
出
来
ず
、
叉
そ
れ

b
か
ら
精
密
の
考
察
を
借
る
こ
と
が
出
来
な
か
ヲ
た

の
は
遺
憾
と
す
る
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ピ
私
の
批
評
が
こ
れ
ら
の
人
々
に
も
ま
た
責
ふ
と
己
ろ
の
あ
る
こ
と
は
之
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
、
b
白。


